
母島再生エネルギーミニモデル施設視察報告 

 

日時：令和6年２月13日（月）14:30～16:30 

場所：東京電力総合研修センター 

出席議員：池田望議長、安藤重行副議長、稲垣勇議員、杉田一男議員、片股敬昌議員、 

清水良一議員、平野悠介議員、宮城ジャイアン議員 

【報告】 

報告者：宮城ジャイアン議員 

今回の視察は聖蹟桜ヶ丘へ行って、現在母島で工事が始まっているソーラーパネルの

ミニモデル、電柱の地中化の展示を見学してきました。 

これは東京都と小笠原村と東電で取り組むプロジェクトです。実際に使うシステムと

蓄電池を使い、気象状況などで不安定なソーラーを蓄電池で補い、不足部分を既存のデ

ィーゼル発電でフォローする仕組み等を見せてもらいました。 

現在も電気使用のモニタリングをしていて、使用に合わせて発電量を日々調整してい

るのですが、ソーラーは発電が不安定なので、その調整が複雑で管理がポイントのよう

でした。雲で発電の流量が変わると、一気にダウンしてしまうところ、瞬時に蓄電池に

切り替えて、安定させるという仕組みでした。事故時の想定もしていて、様々なシミュ

レーションをしており、感謝の気持ちが溢れました。無電柱化も大掛かりなものから、

コンパクトなもの、共同溝、路肩部分に埋設する側溝程度のものなどを現物で見させて

いただきました。電線が地中になることで、台風時の倒木による停電はなくなるメリッ

トがある一方、やはり保守点検、メンテナンス、工事の難しさなど問題も否めないそう

です。 

貴重な時間と労力を割いて丁寧に説明をしていただき、本当に有難いことだと思いま

した。私たちの暮らしは多くの人に支えられていることを実感しました。 

 

    


